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　11月17日、社会福祉センターにおいて厚岸町民文化祭実行
委員会主催の『令和元年度厚岸町民文化祭芸能発表』が行われ
ました。
　真龍器楽少年団の器楽演奏からはじまり、舞踊や民謡、三
味線、カラオケ、和太鼓、ダンスなど22団体が出演し、日頃
の練習の成果を発表しました。大勢の観客が見守る中、出演
者は力いっぱい演目を披露し、会場からは大きな拍手と声援
が送られていました。

頃の練習の成果を発揮しました

　11月10日、社会福祉センターで『第20
回厚岸町障害者（児）ふれあいフェスティ
バル「こう福祉21」』が開催されました。
　開会式のあと、宮園保育所の園児によ
る手話の歌などが披露されました。福祉
に関する団体によるポスターセッション
も行われ、日頃の活動内容を発表しまし
た。各体験コーナーでは、点字体験や手
話の教室のほか、盲導犬に触れたり、体の
不自由さを体験する疑似体験コーナーもあ
り、バリアフリーへの理解を深めました。
　午後からは、バンド演奏や釧路聴力障
害者協会による太鼓演奏、各種団体など
による福祉檀上発表も行われました。

厚岸町民文化祭芸能発表日

顔であかちゃんとふれあいました
赤ちゃんふれあい体験教室笑

　10月30日、厚岸翔洋高等学校3年生を対象に『赤ちゃんふれ
れあい体験教室』が行われました。はじめに町保健師から赤
ちゃんに関する説明を受けDVDを鑑賞したあと、妊婦体験を
行いました。
　この日は４組の親子が参加し、お母さんに教えてもらいな
がらオムツ交換をしたり、ミルクを飲ませたりしました。はじ
めは生徒も赤ちゃんも緊張している様子でしたが、時間が経
つうちにお互いに笑顔があふれ、楽しい教室となりました。

リアフリーの理解を深める
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イベントや活動など、まちのニュースをお届けします
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